
 

 

 

（１）地域間幹線系統確保維持計画の承認について 

 

 

 

 １）野沢線            ・・・・・・・・・・１ページ 

 

 

 

  ２）中野木島線          ・・・・・・・・・・３ページ 

 

 

 

  ３）地域間幹線系統車両取得計画  ・・・・・・・・・・５ページ 

 

 

 

 

資料１ 



（様式１） 

地域間幹線系統別確保維持計画 

 

平成 29 年 5 月 24 日 

 

                 （住所）長野市大字村山 471-1 

（名称）長電バス株式会社         

（代表者名）代表取締役社長 湯本 卓邦  印 
 

１．幹線系統名、区間及び計画期間 

 系 統 名 ： 野沢線 

 運行区間 ： 飯山駅 ～ 日赤・中村 ～ 野沢温泉 

 計画期間 ：平成２９年１０月１日～平成３２年９月３０日 

 

２．幹線系統の運行に係る目的・必要性（生活交通路線である理由・路線の状況） 

（1）飯山市・野沢温泉村・木島平村住民の通勤・通学者の利用のため 
（2）飯山市・野沢温泉村・木島平村住民の飯山市の商業施設等への利用のため 
（3）飯山市・野沢温泉村・木島平村住民の総合病院への通院のため 

（4）飯山市・野沢温泉村・木島平村住民のＪＲ及び中野木島線への接続のため 

（5）沿線上の中学・高校への通学利用のため 

 

３．幹線系統の運行に係る定量的な目標及び効果 

（１）運行の目標 

 生活交通利用者に対する継続的な運行を提供するため利用者数及びニーズに即した運行

形態を模索し、輸送量及び収入の目標達成を図る。 

効率的な運行方法と利便性の両立を目指し、持続可能な交通体系を確立する。 

＜定量的な目標＞  平成２９年度輸送量目標値 ： ３７．１ 

（２）運行による効果 

 飯山市内、木島平村内及び野沢温泉村内への移動手段を確保維持することにより、移動制

約者の日常生活を支え、特に高齢者を中心とした生活環境等の維持が図れるとともに、過疎

化の進む中山間地域においての活性化につながることも期待される。 

 

４．費用負担額 

補助対象期間 欠損見込額※ 

負担額 

国 県 市町村 事業者 

H29.10～H30.9 9,408,585 円 3,106,500 円 3,106,500 円 3,195,585 円 0 円 

H30.10～H31.9 9,408,585 円 3,106,500 円 3,106,500 円 3,195,585 円 0 円 

H31.10～H32.9 9,435,187 円 3,115,000 円 3,115,000 円 3,205,187 円 0 円 

※欠損見込額とは、補助対象経常費用の見込額から経常収益の見込額を控除した額 

 

１ 



５．収益改善のために行った取組状況  

（1）地域キロ当たり費用単価を大きく下回るキロ単価による費用改善 

（2）平成２６年７月、路線バス全線運賃改定による収益改善 

（3）時刻表の全戸配布による周知及び利用促進活動（飯山市・木島平村・野沢温泉村） 

（4）収支均衡を実施するため、自治体補助金による補填の導入 

 

 

６．今後の収益改善に向けた取組 

（1）利用者数及びニーズに即した運行形態の実施 

 

 

７．広域行政圏の中心市町村に準ずる市町村であるという相当の理由について 

【地域公共交通確保維持改善事業補助金交付要綱別表３に定める広域行政圏以外へアクセ

スする路線の場合に記入】 

 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（住 所）長野市大字村山 471-1       

（所 属）乗合バス課長          

（氏 名）大石 真一           

（電 話）026-295-8008           

（ＦＡＸ）026-295-8060          

（e-mail）rosenbus@nagadenbus.co.jp    
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mailto:rosenbus@nagadenbus.co.jp


（様式１） 

地域間幹線系統別確保維持計画 

 

平成 29 年 5 月 19 日 

 

                 （住所）長野市大字村山 471-1 

（名称）長電バス株式会社         

（代表者名）代表取締役社長 湯本 卓邦  印 
 

１．幹線系統名、区間及び計画期間 

 系 統 名 ： 中野木島線 

 運行区間 ： 中野駅 ～ 若宮・高社中・木島 ～ 飯山駅 

 計画期間 ：平成２９年１０月１日～平成３２年９月３０日 

 

２．幹線系統の運行に係る目的・必要性（生活交通路線である理由・路線の状況） 

（1）飯山市、中野市のバス路線沿線住民を中心とした通勤・通学のための移動手段 
（2）飯山市、中野市のバス路線沿線住民を中心とした商業施設利用のための移動手段 
（3）飯山市、中野市のバス路線沿線住民を中心とした総合病院等の医療機関への通院のため 

   の移動手段 

（4）中野市のバス路線沿線住民生徒の中学校通学利用のため移動手段 

（5）野沢温泉村・木島平村民及び以北の住民の方が利用されてる同じ幹線であります野沢線 

   との接続をはかることによる通勤・通学・通院利用のための移動手段 

 

３．幹線系統の運行に係る定量的な目標及び効果 

（１）運行の目標 

 生活交通利用者に対する継続的な運行を提供するため利用者数及びニーズに即した運行

形態を模索し、輸送量及び収入の目標達成を図る。 

効率的な運行方法と利便性の両立を目指し、持続可能な交通体系を確立する。 

＜定量的な目標＞  平成３０年度輸送量目標値 ： １８．０ 

（２）運行による効果 

 中野市内中心市街地への移動手段を維持確保することにより、高齢者を中心とした生活 

環境等の維持が図られるとともに、過疎化の進む山間地域において地域の活性化につなが 

ることも期待される。 

 

４．費用負担額 

補助対象期間 欠損見込額※ 

負担額 

国 県 市町村 事業者 

H29.10～H30.9 8,788,079 円 2,197,000 円 2,197,000 円 4,394,079 円 0 円 

H30.10～H31.9 8,788,079 円 2,197,000 円 2,197,000 円 4,394,079 円 0 円 

H31.10～H32.9 8,812,157 円 2,203,000 円 2,203,000 円 4,406,157 円 0 円 

※欠損見込額とは、補助対象経常費用の見込額から経常収益の見込額を控除した額 

３ 



 

 

５．収益改善のために行った取組状況  

（1）地域キロ当たり費用単価を大きく下回るキロ単価による費用改善 

（2）平成２１年度中野市地域公共交通総合連携計画に伴う経路変更に伴う利便性の向上 

  （Ｈ21.10路線再編に伴い一本木地区利便改善のため経路変更を行った） 

（3）時刻表の全戸配布による周知及び利用促進活動（飯山市） 

（4）平成 26年 7月、路線バス全線運賃改定による収益改善 

（5）中野市地域公共交通対策協議会による時刻表等の全戸配布を行った。 

（6）飯山駅新幹線開通に伴い、飯山駅への路線延長を実施。 

（7）収支均衡を実施するため、自治体補助金による補填実施 

 

６．今後の収益改善に向けた取組 

（1）利用者数及びニーズに即した運行形態の実施 

（2）効率的な運用による費用削減を図るため、補助対象外系統の見直しを図る 

 

 

７．広域行政圏の中心市町村に準ずる市町村であるという相当の理由について 

【地域公共交通確保維持改善事業補助金交付要綱別表３に定める広域行政圏以外へアクセ

スする路線の場合に記入】 

 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（住 所）長野市大字村山 471-1       

（所 属）乗合バス課長          

（氏 名）大石 真一           

（電 話）026-295-8008           

（ＦＡＸ）026-295-8060          

（e-mail）rosenbus@nagadenbus.co.jp    
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（様式３） 

地域間幹線系統車両取得計画（公有民営用） 

 

平成 29 年 5 月 19 日 

  

               （住所） 長野市大字村山 471-1 

               （名称） 長電バス株式会社 

             （代表者名） 代表取締役社長 湯本 卓邦  印 
 

１．新規車両の導入を予定する幹線系統名、区間及び導入予定年月 

 系 統 名 ： 中野木島線 

 運 行 区 間 ： 中野駅 ～ 若宮・高社中・木島 ～ 飯山駅 

 導入予定年月 ： 平成 30 年 9 月 

 

２．車両の取得に係る目的・必要性 

生活交通路線を運行している車両の老朽化に対応するため、新たに車両を代替し車両経費

の軽減と事業収益の改善を図るとともに、生活路線の運行維持ならびに利用者へのサービス

向上を図る。 

 

３．車両の取得に係る定量的な目標及び効果 

（１）新規車両導入に係る目標 

老朽化した車両との代替により、燃料費等の経費の軽減を図る。 

運行車両燃費：３．５キロメートル／Ｌ →  ４．０キロメートル／Ｌ 

（２）新規車両導入に係る効果 

新車を導入することで、燃料費等の経費を削減し、事業の収支改善が図られる他、地球温暖

化対策に貢献できる。 

 

４．入替予定車両の状況 

メーカー：三菱ふそう 

乗車定員：78 人 

登録番号：長野 22 あ 2263 

登録年度（車令）：平成 9年 

修繕費（前年度実績）：約 1,420 千円 

 

５．新規導入車両を活用した利用促進策 

・沿線市町村の協議会を活用しダイヤの見直し等の検討 

・新車導入により利用者の利便性・快適性の向上 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）長野市大字村山 471-1      

（所 属）乗合バス課長          

（氏 名）大石 真一           

（電 話）026-295-8008          

（ＦＡＸ）026-295-8060          

（e-mail）rosenbus@nagadenbus.co.jp   

５ 

mailto:rosenbus@nagadenbus.co.jp

